
保護者　様

名古屋市立有松中学校長

大 須 賀　成 治

＜アンケート項目＞ ※この項目は保護者向けですが、生徒にも同じ趣旨の質問をしています。
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お子さんは、ティームティーチング（複数の教師による授業）やＡＥＴ（ｱｼｽﾀﾝﾄ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ﾃｨｰﾁｬｰ）
による授業は、基礎基本の定着やコミュニケーション能力の向上に役立っていると言っている。

お子さんは、授業が分かる、授業が楽しいと言っている。

お子さんは、授業でタブレットを活用すると学習がはかどると言っている。

学校は、生徒一人一人のよいところをほめ、いけないところは注意している。

令和５年２月21日

学校教育に関するアンケートの結果について

　日頃は、本校教育にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。
　さて、先日実施いたしました「学校教育に関するアンケート」の結果が以下のようにまとまりました
のでご報告いたします。ご多用の中、ご協力いただき、ありがとうございました。

お子さんは、学校へ行くのを楽しみにしている。

お子さんは、学校行事を楽しいと言っている。（体育大会「アリンピック」や有中祭舞台発表など）

学校は、生徒の悩みを聞いたり、相談にのったりしている。

学校は、心身の健康や学習のことなど、生徒の相談等に適切に対応している。

学校は、生徒一人一人の特性や生活状況を理解した指導を行っている。

学校は、生徒一人一人の能力や努力を適切に評価している。

学校は、学年だよりや保健だより、きずなネットなどによる情報の発信を含め、家庭への連絡をきめ細
かく行っている。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者アンケート結果

Ａ そう思う Ｂ ややそう思う
Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない
Ｅ わからない
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生徒アンケート結果

Ａ そう思う Ｂ ややそう思う

Ｃ ややそう思わない Ｄ そう思わない

保護者・生徒ともに１、２の数値が高いことから、学校を楽しいと感じている生徒が多くいることが分かります。

特に学校行事を楽しむことができた生徒が多く、学年ごとに行った体育大会「アリンピック」や名古屋国際会議

場で行った有中祭舞台発表を通して、学級での団結力が高まったことが数値の高さにつながっていると考え

ます。来年度も引き続き、行事ごとにできることを考えて、有効な教育活動になるよう進めていきます。また、６、

７の数値も高いことから、生徒は教員が一人一人の良いところをほめ、いけないところは注意したり、悩みや相

談に誠意をもってこたえたりしていると感じていることが分かりました。今後も、生徒に寄り添った教育活動を進

めていきます。

一方で、３、４の数値が低いことが分かりました。「分かる、楽しい」と思える授業の追究やタブレット端末の有

効な活用方法を考え、本校の努力目標である高め合える学びを通して共に成長できるよう、努力していきます。

また、アンケート以外に貴重なご意見や要望を多数いただきました。このアンケート結果を真摯に受け止め、

来年度も、子どもたちにとってよりよい学校教育を推進していきたいと思います。今後とも一層のご支援とご協

力をお願いいたします。


